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ーはじめに
この両人物は，ウイーン万国博覧会に揃って参同するのであるが，その残された業績についての
多くは，田中芳男に傾いていて，佐野常民に注がれることは少ないのである。これらの人物が，ゥ
イーン万国博覧会で果たした役割は，非常に大きかったものと思われるが，残念ながら佐野常民の
経歴と業績については，詳細に述べられることは少なかったのである。ここでは人に対する行動が
パリ万国博覧会を基礎にし，つぎのウィーン万国博覧会に影響をあたえていることをたどることが，
必要ではないであろうか。
パリ万国博覧会に出品をしている佐野常民と田中芳男が，それに参加しているので，当然，参加
した経験が，つぎの博覧会への出品に際して参考にされたのであろう。「明治政府は慶応三年の幕府
の出品を参考にして準備し，ことに佐野常民，田中芳男らこのときの実務経験者が中心になって活
躍したものである」I)とする見方もあるので，これらの人物の経験と行動を調査することが必要とな
ってくる。
1)須見裕『徳川昭武一万博殿様一代記ー』（中公新書） 中央公論社昭和五九年ーニ月二0日 六〇ぺ
ジー。
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最近の論文2)でも，田中芳男に注目するのであるが，ウイーン万国博覧会副総裁としての佐野常民
には何ら目を向けていないのである。この理由は博覧会後に出版された印刷物の多くが，田中芳男
に関係する刊行物が多く見られることで，または地域的に名古屋在住の伊藤圭介の弟子で，長野県
飯田市出身の田中芳男に焦点が絞られるような見方しかできなかったのであろうか。
この万国博覧会(ExpositionUniverselle)の用語は，フランス語の(Exposdition),英語(Exhibi-
tion)を拡大した語彙であるが，日本で最初に使用され，定着したのは慶応三（一八六七）年のパリ
万国博覧会に参同した後で，慶応三（一八六七）年八月に，フランスでの先任向山隼人正フランス公
使に代って駐仏公使に就任し，パリ万国博覧会で活躍した栗本鋤雲（安芸守）の翻訳にはじまると
いわれる。
これに対して福沢諭吉は，『西洋事情』（明治二年）で叫
「各国に博物館を設けて古来世界中の物品を集むと雖ども，諸邦の技芸工作，日に闊け，諸般
の発明，随て出，随て新なり。之が為め昔年は稀有の珍器と貴重せしものも，方今に至ては陳
腐に属し，昨日の利器は今日の長物となること，間々少なからず，故に西洋の大都会には，数
年毎に産物の大会を設け，世界中に布告して各々其国の名産，便利の器械，古物奇品を集め，
万国の人に示すことあり。之を博覧会と称す。
凡そ当時世に行はる J諸種の蒸気機関，越列機，瓦児華尼の器械，火器，時計，竜吐水，農具，
馬具，台場，軍艦，家作等の雛形，衣服，冠履，文房具，化粧道具，古代の名器，書画等一々
枚挙するに邊あらず。之を概すれば人間衣食住の需用，備はらざるものなしと云て可なり。斯
く千万種の品物を一大腹の内に排列して，五六ヶ月の間，諸人の展覧供し，器品の功用は各々
其主人ありて之を弁解す。諸人之を観て買はんと欲すれば，直に博覧場の物は得べからざれど
も，之を産し之を製する所より定価を以て買取るべし。又博覧会の終に至れば，会に出したる
品物も入札の売買あり。
と記している。つまり当時の事情からすると，博覧会とは，学術・文化の体系的をもって総合的に
展示をしたものを展示の基本としたもので，これらの物品を世界中から一堂に集め，長期間にわた
って展示し，ときには自国の商品を会場で販売して一般に普及のために広め，その終了したのちは，
展示品を各国が交換，買上，寄贈することにより出品経費の軽減を計ること，そして一般大衆に普
及をはかるものである。
なおこの一九世紀中頃には美術という用語は，まだ使用されておらず，生活の一部として衣食住
に分類されていたのであり，この用語が現れるのは，ウィーン万国博覧会以後にまでまたねばなら
2)井上善博「明治の博覧会と水産誌編纂事業」『明治時代の水産絵図一明治の博覧会へ出品された水産業の
絵図』大田区立郷土博物館平成七年六月四日 ー〇八～ー一六ページ。
橋詰文彦「田中芳男と万国博覧会一明治期における実務官僚の役割『長野県立歴史館研究紀要』第三号
一九九七年三月 六ー ～六八ペー ジ。
3) 「福沢諭吉全集』第一巻「西洋事情初編」巻之一昭和三三年ーニ月一日 岩波書店 三ー ニペー ジ。
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ない。このことについては別項で明らかにすることにしたい。
また野村文夫（村田文夫）は芸州藩士であるが，元治二（一八六五）年佐賀藩士石丸虎五郎・馬
渡八郎とともに英国に密航し，明治元（一八六八）年に帰国したが，『西洋聞見録』に万国博覧会の
見聞について，つぎのように記している。彼は文久二（一八六二）年のロンドン万国博覧会を見学
しているし，また慶応三（一八六七）年のパリ万国博覧会をも見学しているので，博覧会に対する
見方は的を得ている。
「始メ先ヅー大ノ腹屋ヲ造営シヲキ預メ万国二報告シ，万国ヨリ其方物ヲ輸送セシム，其方物
ハ凡百ノ雑器ヨリ舟車ノ模型等二至ル迄，千種万類ノ奇抜新品ヲ其内二輻躾シ，又禽獣草木ノ
如キハ園中二於テ，或ハ之ヲ池ニシ或ハ之ヲ籠ニシ或ハ之ヲ盆ニシ或ハ之ヲ圃ニシ，奇花妍ヲ
競ヒ異鳥美ヲ闘ハシテ以テ普ク万人ヲシテ展観セシムルヲ言ウナリ，蓋此観場ヲ開ク所以ハ，
各国ノ風俗，学術ノ沿革ヲ知リ，博物究理ノ学ヲ開キ，芳ラ都下ヲシテ繁盛ナラシムルノ方略
ナリ」 4)
としているが，展示方法においては，同様の考え方を述べている。このなかで単に展示の効果につ
いての考察に止まり，輸出貿易などの効果については述べられていない。
ただパリ万国博覧会の場合は，参同した薩摩藩と幕府側との政治的対立であった。この原因は薩
摩藩では先年薩摩藩留学生が英国に留学していたので，万国博覧会の準備をモンブランに依頼して
いたので，この外人の意向で琉球薩摩政府として登録していたのである。このとき博覧会のなにも
のかを知らず出品物を集めでいるのである。
幕府側は，日本紹介の品物だけで，販売する品物を考慮にいれていないが，佐賀藩では藩内の物
産を考慮に入れた販売を目的とした物産を販売することを予定していた。ところが，この目的はウ
イーン万国博覧会での明治政府の意向と連なるものであったが，幕府側の方針を変更し拡大したも
のであった。
博覧会の役割は，現在の万国博覧会の目的とは違っており，日本生産品を各外国に紹介し，その
上で輸出貿易の拡大と殖産興業の推進のため，海外諸国の知識を摂取することと技術の末熟度を解
消する，海外の文化を摂取するため，海外伝習生を派遣する，などがわが国の当時における状態か
4)「明治文化全集』第一六巻外国文化編「「博覧会」嫁湖頓田枢文夫纂述「西洋見聞録』明治二年新栞」日
本評論社昭和三年二月二0日 二三五ペー ジ。
5)経済史の研究者の多くは，博覧会の経済的影響を取り扱っているので，以下，これを掲げることにする。
横井時冬『日本工業史』改造社 昭和四年二月三日 「第二二章澳国博覧会参同の影響」「第三五章機械
製糸業」「第三七章織物の進歩」
竹田哲郎「明治初年の殖産興業政策と海外博覧会参同一主として維納万国博覧会参同に就て」『経済史研
究』第二八巻第五号（通巻第一五七号）日本評論社 昭和一七年ー一月
清川雪彦「博覧会・共進会への意義」『日本の経済発展と技術普及』東洋経済新報社 一九九五年三月一
六日 二四ー～二八〇ページ。なお清川雪彦の書では，田中芳男ではなく，田中芳夫（三箇所）とな
っている。
109 
332 関西大学『経済論集』第48巻第3号 (1998年12月）
ら意図された。これらのことにより，わが国の産業の発展がみられ欧州諸国の批判をあびたのであ
った。このような意図から，日本全国の生産品を二品，東京に集めたのち，一つをウィーン万国博
覧会に持参することであった。それも個人で製作した品物も，工芸品にみることができるが，その
製作品のほとんどは府県単位でのあった。それは府県における生産品として産業を狙うことであり，
輸出産業としの大量生産を予定していたものであった丸
博覧会では，このような趣旨であるが，これは一般的な国際的に通じるもので，わが国ではこれ
を輸出貿易の好機と理解したのではないか。たしかに彼が正院へ提出した五つの主旨は，ここでは
書かれていないのであるが，展示品の生糸関係品を調査している過程で，輸出表の作成の要望があ
り，生糸の輸出貿易での調査であったことによる。「澳国博覧会賞状及賞牌頒与表」によると，
「第二賞典（名誉状）
貿易貿易助成日本政府
第三賞典（進歩賞牌）
日本政府二代リヨク国勢ヲ察シ貿易表ヲ視テ世界貿易二備フベキ国産ヲ輸出セシ事ヲ勉励ス
佐野常民
日本絹製造井横浜ノ価横浜在留羅馬総領事
パピールヱドワルド」 6)
とあり，この博覧会の分類に属さない部門での賞与頒与は，外国の例を比較して挙げることは，こ
こでは困難であるが，このほか日本地図をも「貿易上二関スル説ヲ加ヘタルモノ」とあり，必要の
事項を書き込んだうえ提出しており，この事例についても，賞状が授与されている。
一八六七（慶応三）年のパリ万国博覧会の開催は，ナポレオン三世の提唱による外交的効果をね
らったもので，わが国へは駐日公使レオン・ロッシュの薦めにより，幕府に参加と，徳川家代表の
渡仏を希望すことを呼びかけた。慶応三（一八六七）年四月一日（旧暦二月二七日）から一一月三
日までのニー0日間，パリのシャン・ド・マルスで開催されることになっていた。幕府はフランス
との間の借款，慶喜の弟のパリ留学など，懸案事項を解決するために，パリ万国博覧会に参同する
こととなった。各藩では倒幕の輿論が渦巻くなか，欧米各国に対して日本の政治上の主権が，まだ
幕府にあることを海外に声明することが，得策であることから，直ちに承託するとともに，各藩に
出品の指示をしたのであった。
広く各藩への呼びかけをおこなったが，各藩では海外知識の不足，万国博覧会の何かをも知らず，
また国内外の騒乱を予測して海外にまで眼を開くことすらできず，それに加えて財政難から参加を
見合わせたが，幕府，鹿児島藩，そして佐賀藩だけは，聡明な藩主のもと海外事情に明る<'博覧
会に参加することになり，それぞれ展示準備を整えた上で別々にパリヘ向け出帆した。
6)『澳国博覧会参同記要』附録森山春薙明治三0年八月七日 一ー～一七ペー ジ。
このほかにも，頒与の報告があり，そこには内容の訂正，変更がみられるが，ここでは上記の『参同記
要』によった。
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まず幕府側では，ー五代将軍徳川慶喜の弟である徳川昭武を名代として，山高石見守信離，公務
総括を外国奉行向山隼人正一履を全権公使とした一行で，その他，外国奉行支配組頭の田辺太一，
奥詰医師の高松凌雲，通弁御用山内文冶，御勘定格陸軍附調役渋沢栄一（篤次郎）など，日本総員
二五名，ほかにドイツ国アレクサンドル・フヲン・シーボルトほか外国人四名の総員二九名は，慶
応三（一八六七）年一月ー一日フランス船アルヘー号で，横浜から出発した匹
佐賀藩では，藩主鍋島直正公が，幕末の佐賀藩に於いて艦船の購入，建造，操舵法についての経
験に実績をもち合わせていた。そのため佐野常民を精錬方を命じ，科学技術の導入に力を入れ，外
交に積極的であった8)。
直接，パリ万国博覧会の関係するには，佐野常民がオランダで建造を依頼する任務を担っていた
のであり，博覧会だけに専念していたのではなかった。このとき総代に任命され全権を負かされて
いたので，すべての分野に眼を行き届かせる必要があった。博覧会には佐野常民，野中元右衛門，
深川長右衛門，小出千之助，藤山文一の総員五名が参同することになり，慶応三(-八六七）年三
月八日長崎を出帆している。ところが野中元右衛門は，マルセイユとパリとの間での車中で世を去
ったため，埋葬に時間を要することになった。パリ万国博覧会での佐賀藩の成功を，つぎのように
藩主鍋島直正公に手紙で報告している。この報告は，後のウィーン万国博覧会の展示品収集で参考
となるので，まず記しておくことにする。
その報告は『鍋島直正公伝』に転載されているが，それによると，
「去年仏国巴里の万国博覧会に赴きたる佐野常民の一行は，閉場後も残品の処分について滞在
しゐたりしが，博覧会開催中，日本品は欧州人の好奇心を集め，彼等は始めより場内の売店に
群集して，該出品の購求をなすもの引きもきらず，深川長右衛門（野中元右衛門は病死す）は
売店に坐して顧客に応対したりしたが，店頭種々の喜劇は演ぜられたりき。其ーニを言へば，
雪踏の滑かなる革を見たる婦人等は，正装したる己が頬をこれにて軽く打ち試みて，その何に
用ゐらる＞かを問ふあり，或は履物の二箇一組になり居るを引き離し，その一箇を取りて去ら
んとし，引き止められて他の一箇をも与へられては，顔を赤めて謝絶し，かくて左右を合せて
一足なりとの説明を聴きて，否，日本履物の形を知るためには只一箇にて足れりとて肯んぜざ
るあり，又有田焼の酒徳利の頻りに売れるによりて，その使用の目的に不審を抱きたりしに，
7)大塚武松編『徳川昭武滞欧記録』全三巻 日本史籍協会昭和三年一月二五日
日本史籍協会編『渋沢栄一滞仏日記』日本史籍協会 昭和三年一月二五日
「航西日記」渋沢栄一・杉浦譲（愛蔵）「巴里御在館日記」「御巡国日録」
渋沢青淵記念財団竜門社編『渋沢栄一伝記資料』第一巻 渋沢栄一伝記資料刊行会 昭和三0年四月二
0日
高橋邦太郎編『現代日本記録全集』一近代日本の目ざめ 筑摩書房一九六九年五月二五日
「パリ万国博に随伴して一御巡国日記ー」（渋沢栄一）
高橋邦太郎著『花のパリ少年使節一慶応三年パリ万国博覧会奮闘記ー』三修社 一九七九年ー0月一日
8)『鍋島直正公伝』第一～六編侯爵鍋島家編纂所大正九年八月一五日
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数日の後，購求者の一人の持参して示したるを見れば，之に金具を施して洋燈の台と為したり
してふことあり，或は椿紙の強靱なるを見て衣服を製せんと工夫を凝らすあり，或は昆布を見
て海草の葉なりとの説明を聞き，其幅の広き珍しさに，食用品なるを知らずして，只最も広き
ものを選みて買ひ去るもある等，満場の耳目は我邦の売店に集中するの盛況にて，広大の会場
裡にありて非常の愛嬌と為り，よりて望外の利益を収め得て一行は帰路に上れり」 9)
とするのであるが，この時，日本から持参したものは，日本履物（雪踏）•陶器（有田焼）・和紙（椿
紙）•海草（昆布）などが記載されており，これらを現地で商品として販売したものである。この販
売経験がウイーン万国博覧会で生かされることになり，中古商品の東京での選択，商人（道具屋若
井兼三郎）をウイーンまで随行させ，欧州での販売可能な商品の選択，その結果として日本に外貨
をもたらす輸出貿易を計画していたのである。
わが国の輸出貿易に，地場産業として全国的に点在する産業に，どのような輸出商品が存在し，
また選択され，今後，どのような品物が，欧州人に受け入れられるか，そのような試みとしての見
本販売（試売）であった。このような基礎的な作業が，まえもって準備するため必要であったのか，
すでにパリ万国博覧会で認識するところであった。
ただこの報告は虚偽の報告で，これらの陶磁器は日本向けに製作された安物であり，欧州人の好
みにあわず売れ残りを生じたのである。その残品処理に困り，パリに留置してきたのである 10)0
もう一つの見方は日本と欧州との異文化によるもので，欧州の人にとつて，全く異質の文化をも
つ人達の存在することがこの博覧会でよく認識されたことであった。オランダ東インド会社により
欧州へもたらされた東洋趣味，さらには日本趣味へと展開したのはいうまでもないが， VOEのマー
クの入った商品が，欧州に輸入されて王族，貴族に珍重され，博物館，王宮，貴族のコレクション
に収集されたが，これらの輸出貿易による陶磁器や漆器が日本の評判を生むことになり，この機会
を通じて新日家が生まれることになる 11)。
このような博覧会への参同経験が積み重ねられたのであるが，その成果がウイーン万国博覧会の
計画と準備に発揮されたのであり，展示・販売品の選択，それに欧州人に適応する商品を，博覧会
場で販売するために，道具屋若井兼次郎に，東京市場での新品・中古市場での品物を選択すること，
9)『鍋島直正公伝』第五編侯爵鍋島家編纂所大正九年八月一五日 五七四～五ページ。
10)池田史郎「慶応三年パリー万国博覧会に関する新史料」『日本歴史』第三四0号 昭和四四年八月二五日
日本歴史学会一〇四～一〇八ページ。
「最前展覧中，漸百箱程売，残り四百箱余二有之，尤花瓶其外者随分宜敷直段二売揚候得共，皿，茶碗
類大厄介物，何レ共運六ヶ敷大苦配，難尽筆紙候」と深川長右衛門のパリからの手紙に記されている。
酒井泰治・尾形善郎「佐賀藩海外交渉史の一面ー1867年パリ万博の渡来資料について一」『蘭学資料研究
会報告』第三四0号昭和五四年三月一七日
11)なお欧州には，日本のコレクションとして各博物館，個人コレクションなどに所蔵されている。日本紹
介としているものに，最近ではつぎのものがある。
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その商品を現地で販売の任務を依頼したのであった。そのことからすると，佐野常民の果たした博
覧会への任務が完全に果たされていることは，全く的確といわねばならない。
鹿児島藩では，慶応二（一八六六）年ー一月ー0日に使節兼博覧会御用家老岩下左次右衛門（方
平）は，先発としてパリに翌年一月二日に到着し，博覧会の準備に忙しかったが，その前年渡には，
側役格市来政清，博覧会担当野村宗七，渋谷彦助，岩下清之丞，蓑田新平，白川健次郎（斎藤），堀
壮十郎，大工鳥丸啓助，英人ハリソン・ホーム，岩下長十郎（方平男，留学の為）に，イギリス汽
船で鹿児島から出発した12)0
ニパリ万国博の出品
これらの出品は，明治政府の国家を挙げての参同するウィーン万国博覧会への出品に関係するの
で，そのルーツとして，まず出品の主意と出品物について取り上げることにしたい。幕府は，パリ
万国博覧会に出品する品目について，次のような項目を趣旨とする規則を指令している。
「 仏国博覧会主意井規則書
仏国都府博覧会之儀は各国之生産品物天造人工之差別無之広く宇内之産物を一所に相集め観覧
を広め智識を増し候を本旨と致し候趣に有之候
ー西洋千八百六十七年第五月一日開局六ヶ月相立閉局之積に候事
ー諸品物之儀は開局より閉局迄筋付置尤右品之内望之者有之候節は相対に而直組致し閉局之後
に至り取引致候規則に候事
但差出候品物は都而無税之事
ー展覧場中に而手細工に致し候品には望人有之次第即時売払候而も不苦尤無税に候事
但職人は蒔絵師塗物師金銀細工師紙師陶器師大工指物師等宜敷趣尤諸入費は都而自分賄に候
事
ー大神楽手品独楽廻し等之芸人罷越候儀勝手次第之事
但願出候者有之候節は諸入費は都而自分賄に候事
一品物は新規之物には不相限旧き品に而も不苦候間可成丈よろしき品差出候事
一品物は一種一品には不相限数品差出し候而も不苦候事
一品物差置候場所借受候には敷金等差出候に不及候事
但銹付方入用は差出候事
12) ここでは，菊浦重雄の著作を主に掲げ，詳細な文献については後述することにする。
菊浦重雄「佐賀藩の技術移転ー佐野常民の事蹟を中心に一」『東洋大学経済論集』第七巻第一・ニ合併号
一九八一年ーニ月 東洋大学経済学会
菊浦重雄「幕末・維新期の万国博覧会と佐賀藩ー一八六七年（慶応三）パリ万国博覧会と佐野常民との
関連で一」『東洋大学経済研究所研究報告』第八号一九八三年三月三0日 東洋大学経済研究所
菊浦重雄「幕末維新期の佐賀藩における西欧技術の受容と対応ー佐野常民の事蹟を中心に，主として蘭
学との関連で一」『東洋大学経済研究所研究報告』第八号一九八三年三月 東洋大学経済研究所
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一品物は当五月中迄に取揃置六七月頃仏国より軍艦渡来いたし候趣に付着次第積込シヱス迄差
送り同所より歴山亜迄蒸気車夫より他船に而仏国都府迄差送候積り尤横浜よりシヱス迄之船
賃は差出に不及候へ共同国府迄運送賃は銘々差出候事
一差出候品物之内最上之分へは仏国政府より褒賞差出候積右褒賞受候品は各国之品より相勝候
儀に付追々万国より注文受趣に候事 」13)
とする基準が示されている。この内容からすると，仏国から齋された出品項目の詳細を要約したの
とみられるが，あまりにも簡単な記述である。
ところが各藩に呼びかけた規則書は，これよりも簡単な書き付けで，
仏国博覧会規則書
ー西洋一千八百六十七年第五月一日開局之事
一品物陸上之節，運上無之事
一品物展観済之上は，売買致候事
一品物売払候節は，入札と而も，相対に而も，勝手次第之事
但し売買共運上無之事
一品物を新規之物には不相限，旧き品に而も不苦候間，可成丈け宜敷品差出候事
一品物之一種一品には不相限，数品差出候而も不苦事（後略） 14) 
とみえ，この規則書が各藩に配布されたが，細工，期限，集荷方法などを取り決めている。ところ
がこれに応じる藩は，佐賀藩，鹿児島藩だけに止まり，他の藩は展示公開の必要はなかったのであ
ろう。
幕府から日本紹介だけの出品に留まり，特定のものに限ることなく総花的に出品されたものは陶
磁器・漆器であったが，すでに江戸時代には多くの物品が日本からオランダ東インド会社を通して
欧州に輸出されているので，既知の日本製品でもあり，欧州の王室・貴族のコレクションに珍蔵さ
れ，あるいは収蔵されつつあった。ただ今回欧州に持ち込まれた陶磁器については，佐賀藩が担当
しその荷造りが急がれたので，幕府側でも品目に挙げられているが数量的には多くはなかった。
「0博覧会出品目録書
官服之部
武器之部
書籍之部
13)『徳川昭武滞欧記録』三 日本史籍協会叢書一四八昭和七年ー一月二五日 ー0ー ペー ジ。
14)『徳川昭武滞欧記録』二 日本史籍協会叢書一四七昭和七年四月二五日 東京大学出版会
～ニペー ジ。
書而品書は仏国公使レセッフより申立候品書之内同品相添取調申候
114 
『東京国立博物館百年史』資料編昭和四八年四月三0日 五五三ペー ジ。
＿ パリ万国博覧会出品関係資料
1 仏国博覧会規則書
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拾六部名所を記せる書，三部草木培養を記せる書，六部碁将棋之事を記せる書，拾弐部画
式之部，四部生花の事を記せる書，弐部数術之書，弐部家屋製造之事を記せる書，八部耕
作之事を記せる書
図画之部
音楽器之部
漆器之部
彫器之部
陶器之部
金属器之部
雑器之部
〇品目録書商人共より差出候
武器之部
衣服之部
織物之部
錦，金襴，天鵞絨，網子，精好紗，亀績，縮緬，生縮緬，海気，木綿，生糸
音楽器之部
漆器之部
金属器之部
陶器之部
彫器之部
髪筋之部
図書之部 附書籍
傘履之部
紙之部
穀実之部
食料品之部
家屋之部
農具之部
駕篭之部
雑品之部
この品目を大別すると，幕府側が用意するものと，商人側から買取り，会場へ持参するものとが
ある 15)。恐らく商人を引き連れて博覧会での日本商品の販売を予定していた。この販売品目は多様に
15)『徳川昭武滞欧記録』三 日本史籍協会叢書一四八東京大学出版会昭和四八年ーニ月ー0日 三
二六～四〇七ペー ジ。
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わたっているが，とくに目立ったのは見当たらず，強いて挙げれば和紙と浮世絵16)であり，このほか
の品目は生活物資で占められ，日本紹介の性格が強く現れている。これらの物品は，持ち帰ること
なく欧州各地の博物館に購入，交換され所蔵されることになる。
この博覧会に田中芳男は，日本昆虫を持参しているが，
「慶応二年になりまして仏蘭西から来年万国博覧会を開くに付て日本からも出品して呉れとい
ふことで，政府で参同出品することになりましていろいろな物を見立てゞ買集めました。とこ
ろが普通の商売品だけでは面白くないから，是非昆虫類を出して呉れと云ふことであった，併
し標本も無く，又誰も引受ける人が無いから，そこで又田中芳男が引受けることになつて来た
（中略）」「相模，伊豆，駿河の三国並に下総辺」りを調査収集している 17)0
このことは田中芳男の専門的な独壇場として経験を積んでいく分野であり，このときに文部官僚と
して，幕府の物産方としての地位が発揮された。
またこれらを具体的に，説明するものとして，
「 仏国博覧会江可差送品書
男女木綿又ハ絹手袋。足袋。襟巻。織物各種。麻絹。酒類。醤油。油類。茸菌陰食物之類。姻
草。茶。食物二用る粉餅数種。野菜もの。菓物之見本。溜製之飲物。唐銅。水晶。不二石。紋
石。瑠璃石。其外堅石各種。建物之雛形。紙之木各種。油製する木。木綿。柏之一旨。井桑の
見本。木綿。日本産之穀之各種。米。胡麻。芋。菜種。粟。懐中物。姻草具。彫根付。団扇。
男女化粧道具。鏡。駕篭類。人形。楽器。楊弓。花口塗物各種。錦絵。下駄。雪駄類。飯道具。
絵本。独楽。屏風。懸物。釣鐘。農具画。同図。鋳物細工。画帖。画巻物等。象牙等之彫刻物
細工。花面紙指地木葉へ認し画手記等之書冊。木版之書籍。字印を記金口之類。書簡紙鼻紙類。
諸用之紙類。墨。厚紙。冊子綴方之見本。扇子。提灯。礼式等二用る各様之紙。獣骨木金口等
之刻印。療治等二用候針。暖気を起口器。絵図物類。日本人家内二用候諸道具。欧羅巴より渡
16)この浮世絵の目録は，以下の資料に挙げられている。
『東京国立博物館百年史』資料編昭和四八年四月三0日 五五四ペー ジ。
5 パリ万国博覧会出品浮世絵関係資料
菊池秀雄編「第二回パリ万国博覧会出品浮世絵関係資料」 (1)~(3)『ミュージアム」第八九～九一号 ― 
五～二八，二九～三二，二八～三〇ページ。 昭和三三年
博覧会ののち，欧州の博物館と間に，展示品の交換・買い入れ・贈呈がなされたことを調査し，つぎの
論文に報告している。
森仁史「1867年パリ万国博覧会における「日本」一日本出品をめぐって一」『戸定論叢』第三号松戸
市戸定博物館一九九三年三月
17)大日本山林会編纂『田中芳男七六祝賀展覧会記念誌』一九一三年 大日本山林会
「田中芳男君の学歴と産業上の啓導（承前）」（二）『大日本農会報』第三九二号雑纂 大日本農会八一
ペー ジ。
『東京国立博物館百年史』資料編東京国立博物館昭和四八年四月三0日 五六六ペー ジ。
4 田中芳男君の略歴談 田中芳男演
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来之小道具を除，総而日本製之漆器共，外細工物。机□飯台。其外各種の物を載る座蒲団様之
もの等。漆器の食事二備ふ器皿，飯台二附属する諸品井敷もの。金銀二而細工せし物。風流な
る手細工。婦人の首飾。懐中物等之金銀鎖。懐中鏡。額様之飾各種。黄銅細工之置もの燭台蠣
燭建。大なる黄銅之香炉。其外銅細工器物。日本製之時計。髪油。椿油。香□香装道具。紙を
入る叶細工箱。塗板。同青具塗書物於庫手袋之箱。婦人針箱。菓物を入る箱。硯箱。硯石。水
入二筆墨等附書棚書架。口雨傘。鯨漁二用ル鈎。一可荷之行李。肩荷之行李。煎茶道具。食事
什器之箱。塗物車。皮革。獣角。鳥之羽毛。鼈甲口素之虫を取集しもの。指いま□糸二製せる
もの。薬草。香類。染卿。水口
寅g野二月廿八日 世話懸」 18)
ただここで掲げる物品は，前者のものと比較して詳細に網羅的に書き上げられているのは，その
ような品物が，提出されるであろうことを想定して，書き上げたのであろう。このことは内容から
みて，幕府側では，不足する物品を補充するため各藩へ配布して，参加を呼びかけたことであろう。
このような項目が存在することから，全国的調査が，すでに着手していたのである。その結果，博
覧会の参同に応じるものは，佐賀，鹿児島藩を除いて海外まで出かける余裕は無かったのである。
佐賀藩での出品は，地場産業の陶磁器（有田焼），和紙，白蠣があり，佐賀藩内で，殖産興業とし
て生産され，将来欧州へ輸出貿易に堪える品物を大量の持ち込んでいる。
その明細は，つぎの通りである19¥
［表J1. 佐賀藩有田焼販売数量
1. 奈良茶碗類 11,000 
2. 皿類取合 10,000 
3. 煎茶碗取合 7,500 
4. 丼類取合 11,100 
5. 鉢類取合 10,400 
6. 重箱取合 7,000 
7. 徳利 85 
8. 植木鉢類大小取合 100 
9. 錦手小間物取合 8,670 
10. 花瓶類取合 488 
陶器総計 520箱（内14箱破損に付不積入分）
18)『東京国立博物館百年史』資料編東京国立博物館一九七三年五五三～四ページ。
2 仏国博覧会江可差送品書
19)『徳川昭武滞欧記録』第二 日本史籍協会叢書一四七昭和七年四月二五日 東京大学出版会三七七
～三七八ペー ジ。
「仏国領事宛佐賀藩より出品の覚書」
菊浦重雄「幕末・維新期の万国博覧会と佐賀藩ー一八六七年（慶応三）パリ万国博と佐野常民との関連
で一」『東洋大学経済研究所研究報告』第八号東洋大学経済研究所一九八三年三月三0日 二五六
ペー ジ。
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という内容で，佐賀は陶磁器の産地でもあり，これまで輸出貿易の品目でもあって，これを機会に
拡大を図ることで藩の財政を確立することが意図されていたのである。ただこの数量は膨大な数量
にのぼる陶器であり，それに博覧会に持ち出すについては，それなりの輸出向の仕様で，仕向地に
あわせた外国向のものでなければならない。この数量としては要求の答えられる外国向けの品質で
はなく，国内用の有り合わせの商品であった。それに包装について細心の注意が払われておらず，
約三パーセントの破損品を出しており，商品とはならなかったのである。
また薩摩藩では，琉球薩摩王国が一政府として幕府と対立して問題になっているように，ここで
は琉球と，国産（薩摩）に分けて書き上げているが，藩独自の品目選択であろう。
一琉球国出産之品
但
細上布・紬縞・紺地木綿・呉座・ 白黒砂糖・塗器・藤細工盆・泡盛酒
一国産塗器
提重・重箱・盃・吸物膳・吸物碗・腰障子・小襖・煙草盆・手拭掛・料紙箱・硯箱・菓子盆・
短冊箱・文庫・花台・肴台・盃台・盃洗・茶台・広蓋
ー同陶台
茶碗・茶出・花入・鉢・蓋物
ー同鉱石類
鉛・錫・含居候類
ー同諸材木
椴・檜•松・杉・杵・楠・梅・桜・椎・槻
ー同植物
種種品々
ー同農業道具
鍬・鎌・鋤・堀杭
一茶器
茶第・茶碗・棗・茶入・水指・水次・建水・蓋置・柄杓・釜・天目台・五徳・羽審・火箸．
茶杓・茶巾・服紗・炉縁・炭斗・灰器・香箱・銀・灰ヒ・茶壺
ー竹細工物
花入篭・団扇・扇子・簾
ー竹細工物
風炉・香炉・花入・灯台・置物
ー反布
縮緬・羽二重・龍門・八丈縞・丹後縞・布・裏指・紺・帯地・指員田・綸子・綱子・紋縮緬
小間物類
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短冊・筆・紙・墨・煙草入・紙入・煙管・碁盤・同駒・将碁盤・同駒・雙六盤・同駒・燈炉・
行燈・三味線・琴・両掛・駕篭・乗物・挟箱•長持·馬具・書画類・掛物
一茶白蠍煙草類
一樟脳硫砿類
合弐百弐拾五箱
とある。この内容は，佐賀藩に比べて地場産業の国産と認められる品目である。薩摩藩では数量が
挙げられていないのであるが，箱数は佐賀藩の五二〇箱に対してニニ五箱であり，箱の大小や容積
は考慮にいれなくとも約二分の一の箱数である。それにあまりにも総花的で日本にとつては一般的
であり，それに大掛かりの目玉展示品を欠いている20)0
三佐野常民と田中芳男
彼は，パリ万国博覧会と，ウィーン万国博覧会へ参加しているのであるが，そのときには佐野常
民に対して年齢が一七歳上であったが，「澳国博覧会派遣副総裁書記官事務官井随行員職務分担人員
表」によると，田中芳男は「出品取調兼審査官ー級事務官文部六等出仕」の資格で，実務は草木栽
養を担当しており，博覧会後，オーストリア政府から有功三等賞が贈られている 21)。
このウイーン万国博覧会を取り仕切った結果，田中芳男・平山成信『澳国博覧会参同記要』が完
成したとしている。ただこの書が編集されたのは，明治三0(一八九七）年のことである。
この誤解を正すためには，佐野常民と田中芳男とは，残された文献の数によると，佐野常民のみ
の行動が，あまり知られておらず，日本赤十字社（博愛社）の設立にのみ，精力が注がれたことが
突出している。博覧会での行動以後にその関係する行動が不明であり，すべての業績を田中芳男に
押し付ける傾向が強いし，その上，長野県の出身であるので田中芳男にのみ加担し，また唯一の総
合的報告書である『澳国博覧会参同記要』が，田中芳男により編集されていることから，彼のみの
業績とされることが多いのである。
『澳国博覧会参同記要』祓文によると，この書が成立する事情について書かれてあり，「二十六年
六月二十三日第九回ノ親睦会二於テ津田仙氏ハ此博覧会ノ際二伝習若クハ見聞シタル技術学芸ノ我
邦二伝ハリ之ヲ実施シテ世ノ益ヲ為スモノ頗ル多キモ其功績卜起源トヲ煙滅センコトヲ恐レ一書ヲ
編輯シテ後世二伝ヘンコトヲ発議セシニ会員皆同意ヲ表シ余及平山成信君二編輯ヲ委托セラレタ
リ」とあり，佐野常民は，巻頭に肖像と序文を掲げるだけである。
また『澳国博覧会参同記要』跛文には，
20)『徳川昭武滞欧記録』二 日本史籍協会叢書一四七昭和七年四月二五日 東京大学出版会三七七
～三七八ペー ジ。
「仏国領事宛薩藩出品の覚書」
21)『太政類典』第二編第一七二巻産業ニー展覧場四 四ー
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「（明治）二十六年六月二十三日第九回ノ親睦会二於テ津田仙氏ハ此博覧会ノ際二伝習若クハ見
聞シタル技術学芸ノ我邦二伝ハリ之ヲ実施シテ世ノ益ヲ為スモノ頗ル多キモ其功績卜起源トヲ
煙滅センコトヲ恐レ一書ヲ編輯シテ後世二伝ヘンコトヲ発議セシニ会員皆同意ヲ表シ余及平山
成信君二編輯ヲ委托セラレタリ」
とあり，編集は田中芳男と平山成信両氏により，この書が成立したことが明らかである。その上で
佐野常民は，やはり同書で，
「爾後余ハ平山君卜共二博覧会事務ノ顛末各員ノ技術伝習及爾後ノ暦ヲ蒐集セシニ各員執ル所
ノ業務アリテ速二寄稿スル能ハザルコトアリ其他ノ事務二奔走シ其余暇ヲ以テ各員二寄稿ヲ督
促セシ間二既二物故セシ人モアリテ頗ル苦慮セシガ幸ニシテ佐野伯ノ庇蔭卜平山君ノ協カ卜塩
田真 松尾儀助両君ノ翼賛トニ依リ尚ホ編輯ノ補助トシテ森山春薙常二之二従事スルアリテ四
年ノ星霜ヲ経弦二漸ク其業ヲ卒ヘタリ」
とみえ，佐野常民が何もこの報告書の作成に関係しなかったわけではなく，それぞれの役職にあっ
て多忙であったことに執筆できない原因があったとみられ，また沈没船ニール号による失敗のこと
が，再び明らかになることで，自身に対する保身術でもあった23)。
多くは，『澳国博覧会参同記要』を唯一の博覧会関係文献としているのであるが，この文献が書か
れた事情については，跛文に「二十六年六月二十三日第九回ノ親睦会二於テ」決められたことであ
る24)。
この書に佐野常民は何も書いておらず，序文・肖像画を掲げているのみあるが，この書の出版さ
れる経緯については，跛文において，
「（明治）二十六年六月二十三日第九回ノ親睦会二於テ津田仙氏ハ此博覧会ノ際二伝習若クハ見
聞シタル技術学芸ノ我邦二伝ハリ之ヲ実施シテ世ノ益ヲ為スモノ頗ル多キモ其功績卜起源トヲ
煙滅センコトヲ恐レ一書ヲ編輯シテ後世二伝ヘンコトヲ発議セシニ会員皆同意ヲ表シ余及平山
成信君二編輯ヲ委托セラレタリ」
とあり，編集は，田中芳男と平山成信の両氏により，構成されたことが明らかである。佐野常民が
ウィーン万国博覧会に参同した両氏に依頼したことは，田中芳男の版文に明らかで，
「爾後余ハ平山君卜共二博覧会事務ノ顛末各員ノ技術伝習及爾後ノ事歴ヲ蒐集セシニ各員執ル
所ノ業務アリテ速二寄稿スル能ハザルコトアリ余モ亦内国勧業博覧会其他ノ事務二奔走シ其余
暇ヲ以テ各員二寄稿ヲ督促セシ間二既二物故セシ人モアリテ頗ル苦慮セシガ幸ニシテ佐野伯ノ
庇蔭卜平山君ノ協カ卜塩田真松尾儀助両君ノ翼賛トニ依リ尚ホ編輯ノ補助トシテ森山春薙氏常
二之二従事スルアリテ四年ノ星霜ヲ経弦二漸ク其業ヲ卒ヘタリ」
22) 田中芳男•平山成信編『澳国博覧会参同記要』付録森山春雅明治三0年八月七日 三ペー ジ［『明治
前期産業発達史資料』第八集（二） 明治文献 昭和三九年八月七日に収む］
23)同上書付録四ページ
24)同上書付録二～三ページ
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とあり，佐野常民が，何もこの文献の完成に協力しなかったわけではなく，作成に協力的であり，
完成の基礎作りに積極的に多くの人が協力したのであった25)。
しかし副総裁として，過去の行動をあまりにも深入りすることを，避けたのであった。あまり詳
細には書かれていないけれども，フランス船ニール号の沈没に原因しているのではないか。この事
故は明治七(-八七四）年三月二0日に起こり，全面的に解決するのは明治一五(-八八二）年の
ことであるが，政府，そのほか物品を借用し展示した寺社の宝物が消滅したことに，責めを持って
いたのではないか。これは金額では代えることができないもので，この時期の外国船舶事故である
が，海上損害保険は掛けておらず，佐野常民の業績が問われ，反省させられる事故であった。この
ことが佐野常民の脳裡にあり，この事実を詳細には書いていないのである26)。
それでは，佐野常民は，どのような文献に執筆しているのであろうか。まず報告書であるが，そ
れぞれ専門分野において専門家が，派遣され，これらの人達が，帰国後に執筆しているのであるが，
これらは単行本形式で，原稿が完了した毎に印刷され，その印刷数量もごく小部数であったらしい。
その結果は『澳国博覧会参同記要』第一一報告書によると，順序を冊数毎に決めておらず『澳国博
覧会報告』二四冊が出されている 27)。なお平山成信『昨夢録』では，巻頭序文起草者は平山成信，出
版者は青山堂と記している。
前文によると「此書ハ明治八年中同局ノ出版ニシテ旧副総裁佐野常民君ノ政府二上リシ報告書ナ
リ」と記している。この書目には記載はないが，各書には順序として番号の記載がないが，すべて
の報告には佐野常民が前文を書いて要約をしている。その順序，内容については，末尾の目録によ
られたい。
議院部・礼法部・博物館部・農業部・道路部・山林部・蚕織部・教育部・兵制部・博覧会部・
鉄路部・貿易部・風俗部・教法部・国勢部・航海部・工業伝播部・［付属書J28) 
なお現在，各所に保管されているが，これらを突合せると，いくつかの相違点が見られる。
このように佐野常民は，パリ万国博覧会の経験を踏まえて，ウイーン万国博覧会への成功を導く
ために，明治五（一八七二）年五月二五日に理事官を命じられ，五項目の目的を正院に提出している。
そのうちの第五目的に，この内容が盛り込まれていた。
「 第五目的
各国製造産出ノ有名品及其原価売価等ヲ探捜査明シ又各国二於テ闊乏求需スルノ物品ヲ検知シ
後来貿易ノ神益トナル様厚ク注意可致事
25)同上書付録三～四ページ
26)『澳国博覧会参同記要』上篇事務処弁森山春薙明治三0年八月七日 六五～六六丁。
第一八章「ニール」号船沈没積荷引揚 六五～六六丁。
27)『澳国博覧会参同記要』附録森山春薙明治三0年八月七日 二三～四〇ページ。
第六 澳国博覧会事務局編纂図書目録附渡航者著書目録
第一一報告書
28)『国立国会公文書館・内閣文庫』，『国立国会図書館」，『産業翻訳書集成』の所蔵，あるいは記載を参照にした。
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とし，輸出貿易の重要性を意識していることは，以前の博覧会で佐賀藩が持ち込んだ陶器（有田焼）
が売残り，処置に困ったことを身に染みて経験したことでもあった。それに明治初年には，欧州の
微粒子病で蚕が全滅し，その蚕卵を東洋に求めていたので，その不足分に対して蚕卵，生糸の輸出
が盛んな時期でもあり，そのことを意図して博覧会出品の目的となった。この時の欧州での博覧会
では，各国の不足する物資の相互交換という観念はなく，各国の代表的物品を陳列し，競い合うと
いう状態であった。そのためにわが国の意図が突出することになった。
四佐野常民の博覧会行動
佐野常民 (1822~1902年）の経歴は，肥前国（佐賀県）佐賀郡早江津に生まれ，身分は佐賀藩士
で実父佐賀亜藩士下村三郎左衛門充賛の五男で，佐賀藩医佐野常徴の養子になるが，別名は，栄寿
左衛門という。
以下，『鍋島直公伝』『佐野常民伯年譜』の記述にしたがい業績項目をあげる29)。
文政五 (1822)年
天保三 (1832)年
弘化三 (1846)年
嘉永元 (1848)年
嘉永四 (1851)年
嘉永六 (1853)年
安政二 (1855)年
安政三 (1856)年
安政四 (1857)年
安政四 (1857)年
安政六 (1859)年
万延元 (1860)年
文久元 (1861)年
ーニ月二八日佐嘉早津江に生まれる。
佐野常徴の養子となる。
侍医牧春堂に従い，京都に遊学して蘭学，化学を修む。
大阪に出て斯道の大家緒方洪庵の門に入り始めて蘭学を学ぶ。
長崎に転遊を命じられる。帰路京都にて化学者，蘭学者四名を伴い帰国。
精錬方を命じられる。
精錬局主任となる。蓄髪改名して栄寿左衛門と名乗る。
本島藤太夫等と長崎に赴き，幕府方とともに航海，造船，射砲を熱心に伝
習する。
精錬方にて，蒸気船，蒸気車の模型を作る。この模型によって，百馬力の
汽船製造に着手し，また一汽船凌雲丸を造る因をなす。
長崎伝習生のうち，佐野常民ら再び長崎に行き，技術につき説明をうく。
六月電信機製作に成功する佐野常民に，島津斉彬の命により，電信機を贈
る。
-o月，佐野常民らは，命によりスクネール船（飛雲丸）を，買い入れる。
製鉄器械購入につき，誤解を解く。
観光丸を預かる。
三重津に気缶製造所を建てる。
29)中野礼四郎『鍋島直正公伝』第四篇侯爵鍋島家編纂所大正九年八月一五日 ー五ページ以下。
本間楽寛「佐野常民伝ー海軍の先覚日本赤十字社の父』時代社 昭和一八年二月一五日 ―~-0ペー
ジ。
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巴里万国博覧会へ藩命により渡欧する。〔詳細は別項参照のこと〕
兵部省に入り，兵部少丞に任じられ主として海軍創立を計る。
二月ウィーン万国博覧会御用掛兼勤仰付けらる。
-o月ウィーン万国博覧会事務総裁仰付られ，正五位に叙せらる。
慶応三 (1867)年
明治三 (1870)年
明治五 (1872)年
明治五 (1872)年
明治六 (1873)年
明治七 (1874)年
伊澳弁理公使となり，博覧会副総裁を兼ねてウィーン万国博覧会に臨む。
帰朝
また『百官履歴』によると30), つぎのような履歴となるが，この編集は，明治一四（一八 ）年
までであるが，さしあたって期間での検討には差し使えない。
明治3 (1870)年3月5日 任兵部少丞
明治4 (1871)年4月22日 駒場野練兵天覧ノ節諸事行届候段御満足被思召依之酒肴下賜候事
明治4 (1871)年10月17日 免本官
明治4 (1871)年12月19日 工部省出仕被仰付候事
明治4 (1871)年5月9日 任工部権少丞0同日 叙正七位
明治4 (1871)年8月7日 任工部少丞
明治4 (1871)年8月15日 任工部大丞兼燈台頭
明治4 (1871)年12月18日 叙従五位
明治5 (1872)年2月20日 ウイーン万国博覧会御用掛兼勤被仰付候事
明治5 (1872)年5月3日 工部省三等出仕被仰付候事但兼官如故
明治5 (1872)年5月25日 ウイーン万国博覧会理事官兼勤被仰付候事
明治5 (1872)年10月8日 叙正五位
30)日本史籍協会編『百官履歴』一 日本史籍協会叢書一七六昭和三年二月二五日 三〇五ページ。
下記の辞書には，ウイーン万国博覧会参同の記載がないものと有るものがあり，系統として最近の辞書
には，記入されているものが加わる。
『幕末維新人名辞典』新人物往来社 （一九九四年） ウイーン万国博覧会参同の記載なし。
『大日本人名辞典』同刊行会明治一九年初版明治四二年六版 ウイーン万国博覧会参同の記載な
し。
『大日本百科事典」小学館編昭和四四年 ウイーン万国博覧会参同の記載なし。
『国史大辞典』吉川弘文館昭和六0年 ウイーン万国博覧会参同の記載。
『日本歴史大辞典』河出書房新社 昭和六0年 ウイーン万国博覧会参同の記載なし。
『世界大百科事典』平凡社 昭和六三年三月一五日 ウイーン万国博覧会参同の記載なし。
『日本史大事典』平凡社平成五年 ウイーン万国博覧会参同の記載なし。
平凡社の辞書は数多く出版されているが，いずれも前著の引き写しであったが，最近の辞書『世界大百
科辞典』平成ー0年 (CD-ROM)でも，佐野常民の項目は，依然として改定されていないが，他の項目
と合わせることにより，ょうやく明らかとなった。
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明治5 (1872)年10月27日 ウイーン万国博覧会事務副総裁兼勤被仰付候事
明治6 (1873)年 1月17日 免兼官
明治6 (1873)年 1月20日 ウイーン万国博覧会御用二付澳国へ被差遣候事
明治6 (1873)年 1月31日 任弁理公使
明治6 (1873)年 1月31日 伊澳両国在勤被仰付候事ウイーン万国博覧会副総裁兼勤如故候事
明治6 (1873)年2月20日 工部省御用掛兼被仰付候事
明治6 (1873)年12月7日 伊太利在勤被免候事
明治7 (187 4)年7月17日 ウイーン万国博覧会相済候二付為復命帰朝被仰付候事
明治 7 (1874)年12月28日 工部省御用掛被免候事
明治8 (1875)年 7月2日 任議官
明治8 (1875)年12月7日 年給四千円下賜候事
明治8 (1875)年12月28日 叙従四位
明治9 (1876)年3月22日 太幸丸船一件二付仲裁被仰付候事
明治10(1877)年4月10日 御用有之九州筋へ被差遣候事
明治10(1877)年12月24日 澳太利国皇帝閣下ヨリ貸付シタルフランツヨーセフヲルデン大十
字形勲章ヲ受領シ及侃用スルヲ允許ス
明治10(1877)年12月24日 撤遜国皇帝陛下ヨリ贈賜シタル第一等コムツール，クロイツ，ア
ルブレクト，ヲルデン勲章ヲ受領シ及侃用スルヲ允許ス
明治11(1878)年6月28日 叙勲2等旭日重光章
明治11(1878)年 7月4日 太幸丸船仲裁一件格別勉励候二付為其賞金四百円下賜候事
明治11(1878)年10月3日 中央衛生会長被仰付候事
明治13(1880)年2月28日 任大蔵卿
明治13(1880)年3月9日 中央衛生会長被免候事
明治13(1880)年5月24日 叙正四位
明治13(1880)年6月28日 内国勧業博覧会事務副総裁被仰付候事
明治13(1880)年10月8日 除服出仕
明治13(1880)年11月11日 内国勧業博覧会審査総長被仰付候事
この年表によると，彼の業績は，幕末における佐賀藩の藩士としての海軍の創設，明治前期の博
覧会の副総裁，その後における日本赤十字社創立，という三つの時期に分けてみることができる。
副総裁としての活躍は，古い辞典には，すべてその記載を省略しているが，その業績には日本赤
十字社創設に注目しているだけで，ウイーン万国博覧会については，『幕末維新人名辞典』，『大日本
人名辞典』（明治一九年初版 明治四二年六月六版）には，佐野常民の日本赤十字社の創立者として
の経歴を挙げているだけで，ウィーン万国博覧会副総裁としての記述は見られないのである。また
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『日本歴史人名辞典』（法政大学文学部史学研究室編）でも，佐野常民の文献として日本赤十字社関
係の文献を挙げるにすぎない。
最近の事典でも『大日本百科事典』でも同様で，パリ万国博覧会への参加は記述しているが，ゥ
イーン万国博覧会副総裁を明確に書いているのは少ないのである。
このような彼の博物館活動から除外されているものは，龍池会会頭としての美術活動がある。基
本的には，ウイーン万国博覧会への絵画を出品を促したのも，彼の見識によるものであり，パリ万
国博覧会における各国の出品に影響を受けた結果によるものであった。この博覧会において日本美
術工芸品の好評は，斯界にある種の自覚をうながし，大いに改良を加えて外国へ輸出しようという
ものであった。
また美術の用語も，この明治六(-八七三）年のウイーン万国博覧会の出品作品に総体的名称と
して SchoneaKunateを「美術」と訳して用いたといわれている。このことの事実関係については
諸説があり，確定できないので，記録することに留めておくことにする。
このように欧州の学問が日本に流入するに際しての仲立ちを，彼が果たしたのであった。その学
問的影響もあり，龍池会の創設となるのである。明治ーニ（一八七九）年三月一五日，不忍池畔天
竜山生池院の会合で始まるが，会頭には佐野常民，副会頭には河瀬秀治，書記は山本五郎，大森惟
中で，会員は一九名であった。
龍池会の経過をたどることは煩雑となるので，省略することにし，佐野常民の行動を中心に述べ
ることにするが，これ以後，明治一六（一八八三）年ー一月には会の規模を拡大し，事務所を日比
谷の神宮教院内に設けて会場とし，有栖川熾仁親王を総裁に迎え台覧を仰いだ。会頭は佐野常民，
副会頭は九鬼隆ーであった。
このように，美術振興のため，美術団体の運営にも努力を惜しまなかったのである。
五 田中芳男の博覧会行動
田中芳男（一八三八～一九一六）の経歴は，伊藤圭介に師事，博覧会の参同したのは，パリー万
国博覧会，ウイーン万国博覧会であるが，いずれも佐野常民が同行している。それ以前の役職は，
物産学出役であり 31),幕府につかえた官僚の一人で明治以後は文部官僚として活躍している。ウイー
ン万国博覧会では，業務は展示（第二～四区，第一ー～一八区，第二三～二五区）であり，ー級事
務官の資格で参加している。
また「澳国博覧会賞状及賞牌頒与表」の記載部分では，本草学田中芳男とあり，専門家として認
められているが32), この明治六(-八七三）年での段階では専門家としての業績は認められない。た
31)『東京国立博物館百年史』資料編昭和四八年四月三0日 五四五ペー ジ。
32) 田中芳男•平山成信編『澳国博覧会参同記要』付録森山春薙明治三0年八月七日 一ー～一七ペー ジ。
第五澳国博覧会賞状及び賞牌頒与表
日本史籍協会編『百官履歴』二 日本史籍協会叢書一七六昭和三年二月二五日 三二五～三二八ペー ジ。
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だ多くの研究者により彼の研究がなされているのであるが，それらは帰国後の活躍によるものであ
る。その主なものは，文献に記載されたものであるが，その経歴には，彼の講演に述べられている
もの，あるいは著述する文献のなかにもみることができる。
天保9 (1800)年11月 仏国大博覧会へ出張を命ぜられる
明治3 (1870)年3月 大学出仕被仰付
明治4 (1871)年6月 文部省出仕教授に任ぜられる
明治4 (1871)年12月 叙正七位
明治5 (1872)年1月 澳国博覧会御用掛被仰付
明治5(1872)年月 泰西訓蒙図解纂輯勉励候に付15部下賜
明治6 (1873)年1月 博覧会ー級事務官兼勤澳国へ被差遣
明治7 (1874)年8月 兼補勧業寮出仕
明治8 (1875)年2月 米国博覧会事務取扱
明治8(1875)年3月 補五等出仕博物館掛仰付
明治8 (1875)年5月 米国博覧会事務官被仰付
明治8 (1875)年11月 米国費拉特費府博覧会へ被差遣
明治8 (1875)年11月 明治六年澳国維那大博覧会万国審査より頒布の有功賞牌及同博覧会に
於ける澳国政府頒与の名誉賞状受領
明治9 (1876)年2月 任内務権大丞
明治9(1876)年3月 叙正六位
明治9 (1876)年8月 内国勧業博覧会事務局補兼務
明治10(1877)年1月 任内務権大書記官，博物展事務取扱，勧業局事申務取扱
明治10(1877)年1月 任仏国博覧会事務取扱御用掛
明治10(1877)年9月 内国勧業博覧会審査官被仰付
明治10(1877)年12月 澳太利皇陛下より贈賜のフランツヨセフ，ノ，リッテルクロイツ勲章
の受領及偏用を允許す
明治11(1878)年6月 叙勲5等賜雙光旭日章
明治12(1879)年5月 仏蘭西共和国政府贈賜のシワリュードラレジオンドノール勲章の受領
及楓用を允許す
明治12(1879)年10月 勧業局事務取扱，兼博物局事務取扱申付
明治12(1879)年12月 綿糖共進会に付大阪府出張申付
ただ経歴では，『明治人物辞典』 I上巻，『大日本人名辞典』，『日本人名大事典』，『朝日日本歴史
人物事典』，『幕末維新人名事典』，『長野県歴史人物事典』などには，ウイーン万国博覧会への参加
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は記載なく 33), 『大日本百科事典』では「日本代表として参加し」とあり 34), 比較的業績を低く見積
もっている。
なお田中芳男の業績は，多くの研究者が論文を書いているので，ここでは省略することにし，佐
野常民とのウイーン万国博覧会での業績を比較することで，田中芳男の業績のみが，顕彰されること
に疑問を投じた。
いうなれば，佐野常民の業績を明らかに主眼点を置く必要があるのでは，ないかとの見解に到達
したのであり，各所に埋もれている業績を掘り起こすことに，意味があるのではないか。
六むすび
ここでは，わが国最初の公式参加のウイーン万国博覧会での成果が，いままで田中芳男により，
計画され，その成果が，田中芳男によってなされたとの報告が多いのは，田中芳男の博覧会以後の
業績によるものであった。たしかにかれは博物学者として，近代的西洋技術を取り入れたことでは，
著名な学者であったことは認められるが，博覧会についての計画と，実施については，佐野常民に
よるものであり，人物を分けて取り扱うべきである。ただ佐野常民が，博覧会ののちに業績がない
のは，田中芳男と比較して致命的であり，別の分野での活躍であるために，このような業績が忘れ
去られてしまったのである。
ウイーン万国博覧会の基礎には，それより六年前に開かれた博覧会，
一八六七（慶応三）年四月 一日パリ万国博覧会
一八七三（明治六）年五月ー0日ウイーン万国博覧会
があるが，そのとき佐賀藩から参加したときのノウハウが副総裁佐野常民の脳裏にあった。その博
覧会で何を目玉展示とするのか，また欧州人に販売する日本商品，それに随行させる商人の選択，
などの項目が山積していたが，これらは前博覧会の経験が，その問題を解決することになるのであ
る。
ここでは佐野常民と田中芳男の行動の相違を，博覧会を通じて比較した。これが当を得たもので
あるかは，さらに資料を求めて満たすことにしたい。
33)『明治人名辞典』 rn上巻，日本図書センター 一九九四年九月二五日［原名「大日本人物誌』八紘社大
正二年］
「大日本人名辞典』同刊行会明治一九年初版明治四二年六版
『日本人名大事典』平凡社一九七九年七月ー0日
「朝日日本歴史人物事典』朝日新聞社一九九四年ー一月三0日
『幕末維新人名事典』新人物往来社一九九四年二月二0日
『長野県歴史人物事典』郷土出版社一九八九年七月一六日
34)「大日本百科事典』小学館昭和五五年五月一日
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［関係文献］
（田中芳男）
関西大学『経済論集』第48巻第3号 (1998年12月）
「田中芳男君の経歴談」（東京国立博物館『東京国立博物館百年史』資料編 一九七三年）
橋詰文彦「田中芳男と万国博覧会一明治期における実務官僚の役割『長野県立歴史館研究紀要』第
三号一九九七年三月 六ー～六八ページ。
「甍去せる田中男爵」『大日本水産会報』第四〇六号大日本水産会大正五年
牧朴真「本邦の水産と田中先生」『日本水産会』第三九九号
田中芳男訳纂・久保弘道校訂・中島仰山固画『動物学』初篇哺乳類博物館 明治七年ー一月［「田中
芳男動物学，斯魯斯動物学」『江戸科学古典叢書』三四 恒和出版一九八二年一月に収む］
田中芳男・平山成信編『澳国博覧会参同記要』上・中・下篇 明治三0年八月七日［『明治前期産業
発達史資料』第八集（二） 明治文献昭和三九年ー0月二五日に収める］
市村咸人『郷土の先哲•田中芳男翁』山村書院一九二三年
村沢武夫『近代日本を築いた田中芳男と義廉』風間書房刊行年不明 田中芳男・義廉顕彰会
みやじましげる『田中芳男伝ーなんじゃもんじゃあー』田中芳男・義廉顕彰会 一九八三年
田中義信『田中芳男十話』南信州 一九九七年
大日本山林会編『田中芳男君七六展覧会記念誌』大日本山林会 一九一三年
田中芳男編『新撰日本物産年表』出版者不明 一九0一年凡例
（佐野常民）
菊浦重雄「近代的眼鏡レンズの成立ーその技術移転と朝倉松五郎一」『東洋大学経済研究所報告』第
四号一九七九年三月 東洋大学経済研究所
菊浦重雄「佐賀藩の技術移転ー佐野常民の事蹟を中心に一」『東洋大学経済論集』第七巻第一・ニ合
併号一九八一年ーニ月 東洋大学経済学会
菊浦重雄「幕末・維新期の万国博覧会と佐賀藩ー一八六七年（慶応三）パリ万国博と佐野常民との
関連で一」『東洋大学経済研究所研究報告』第六号一九八一年三月 東洋大学経済研究所
菊浦重雄「幕末・維新期の佐賀藩における西洋技術の受容と対応ー佐野常民の事蹟を中心に，主と
して蘭学との関連で一」『東洋大学経済研究所研究報告』第八号一九八三年三月 東洋大学経
済研究所
（日本赤十字社）
百瀬明治『「適塾」の研究』 PHP研究所昭和六一年一月
「佐野常民一日本赤十字社の創立者」
百瀬明治『「適塾」の研究ーなぜ逸材が輩出したのか』 (PHP文庫） PHP研究所平成元年ー一
月
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適塾が生んだ人物（佐野常民一日本赤十字社の創立者）
日本赤十字社編『日本赤十字社長伯爵佐野常民伝』岩崎駒太郎 大正元年
北島磯舟『日本赤十字社之創立者佐野常民伝』野中万次郎 昭和三年
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石橋達三「佐野常民一日本赤十字社の創始者一」『大肥前』第五六巻第三号 昭和五一年三月 大肥
前社
石原理年「初代日赤社長・佐野常民」『医調』第八一号（複刻六四）日本医史学会関西支部 平成五
年五月
（その他）
猪熊泰三「佐野常民の山林管制趣旨報告書と緒方道平の山林事蹟」『レファレンス』第一六巻第四号
（第一八三号） 国立国会図書館調査立法考査局 有隣堂昭和四一年四月一五日
大西愛「佐野常民旧蔵の「和蘭字纂」について」『適塾』第二五号平成四年ーニ月
富田 仁編『日本の「創造力」一近代・現代を開花させた四七0人』 日本放送出版協会 平成四
年ーニ月
御一新の光と影
三好信浩『明治のエンジニア教育一日本とイギリスのちがい』（中公新書） 一九八三年六月 中央
公論社
椎名仙卓「明治博物館事始め一(--)佐野常民の発想・博物館を設けてから博覧会を一」『博物館研
究』第二二巻第三号博物館協会昭和六二年三月 八五～九〇ページ［『博物館事始め』恩文閣
出版一九八九年ーニ月一日に収む］
（龍池会）
院百年史編集室編細野正信「第一章日本美術院前史」『日本美術院百年史』一巻 日本美術院平
成元年四月
（佐賀藩）
村山和彦編『佐賀藩幕末関係文書調査報告書』佐賀県立図書館 昭和五六年
佐賀県立博物館編『肥前歴史の旅ー佐賀400年をたずねて』佐賀県立博物館
沼田次郎『西南諸藩における西欧文明の摂取と対応』その 1 肥前鍋島藩の場合 FUKUOKA
UNESSCO第4号第二回九州国際文化会議特集一日本近代化の諸問題
（パリ万国博覧会）
高橋邦太郎『花のパリヘ少年使節一慶応三年パリ万国博奮闘記』三修社 一九九七年ー0月一日
吉田光邦『お雇い外国人』②産業鹿島出版会昭和四九年三月二0日
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吉田光邦『明治大正図誌』一六筑摩書房昭和五四年ー一月三0日
沼田次郎編「鎖国下の日本と西洋文化」『東西文明の交流』 6日本と西洋平凡社 ニー六～ニニ0
ペー ジ。
犬塚孝明『薩摩藩英国留学生』中公新書三七五 中央公論社
外務省外交史料館「旧政府ノ時仏国巴里府二於テ開設セル万国博覧会関係一件」
大塚武松編『徳川昭武滞欧記録』第一巻（日本史籍協会叢書一四六） 昭和七年二月
大塚武松編『徳川昭武滞欧記録』第二巻（日本史籍協会叢書一四七） 昭和七年四月二五日
大塚武松編『徳川昭武滞欧記録』第三巻（日本史籍協会叢書一四八） 日本史籍協会 昭和七年一
一月二五日
日本史籍協会編『渋沢栄一滞仏日記』（日本史籍協会ーニ六）日本史籍協会 昭和三年一月二五日
「航西日記」渋沢栄一（篤太夫）・杉浦露山（愛蔵，外国奉行支配役）「巴里御在館日記」「御巡国
日録」
『川勝家文書』一冊 （日本史籍協会叢書五七） 東京大学出版会 昭和五年五月二五日
田辺太一『幕末外交談』一冊続日本史籍協会叢書東京大学出版会昭和三一年六月二八日
田辺太一『幕末外交談』坂田精一訳・校注東洋文庫第六九・七三平凡社昭和四一年八月一〇
日
渋沢青淵記念財団竜門社編『渋沢栄一伝記資料』第一巻 渋沢栄一伝記資料刊行会 昭和三0年四
月二0日
『遣外使節日記纂輯』第一 （日本史籍協会叢書九六）昭和三年ー0月二五日 東京大学出版会
高橋邦太郎編『現代日本記録全集』一近代日本の目ざめ 筑摩書房一九六九年五月二五日
「パリ万国博に随伴して一御巡国日記ー」（渋沢栄一）
須見裕『徳川昭武一万博殿様一代記ー』（中公新書） 中央公論社 昭和五九年ーニ月二0日
酒井泰治・尾形善郎「佐賀藩海外交渉史の一面ー1867年パリ万博の渡来資料について一」『蘭学資料
研究会報告』第三四0号昭和五四年三月一七日
池田史郎「慶応三年パリー万国博覧会に関する新史料」『日本歴史』第二五六号 昭和四四年八月二
五日ー〇四～一〇八ページ。
森仁史「1867年パリ万国博覧会における「日本」一日本出品をめぐって一」『戸定論叢』第三号
九九三年三月 一～三六ページ。
（その他）
三好信浩『明治のエンジニア教育一日本とイギリスの違い一』（中央新書） 一九八三年六月 中央
公論社
富田 仁編『日本の「創造力」一近代・現代を開花させた四七0人』 (1)御一新の光と影 日本放
送協会平成四年ーニ月
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（百科・人名辞典）
日本史籍協会編『百官履歴』一（日本史籍協会叢書一七六）日本史籍協会 昭和三年二月二五日
五三佐野常民
日本史籍協会編『百官履歴』二（日本史籍協会叢書一七六）日本史籍協会 昭和三年二月二五日
三〇八田中芳男
続日本史籍協会編『現代華族譜要』東京大学出版会 昭和四年一月ー0日
佐野常民，田中芳男
宮崎十三八・安岡昭男編『幕末維新人名事典』新人物往来社 一九九四年二月二0日
法政大学文学部史学研究室編『日本人物文献目録』平凡社 昭和四九年六月ー0日
国史大辞典編集委員会『国史大辞典』吉川弘文館 昭和六0年ー一月一日
『明治史料顕要職務補任録（明治三五年九月序）』一～三（日本史籍協会叢書）第五期 東京大学出
版会昭和三六年三月五日
朝日新聞編『日本歴史人物事典』朝日新聞社 一九九四年ー一月三0日
手塚晃•国立教育会館編『幕末明治海外渡航者総覧』第二巻 人物情報編柏書房一九九二年三
月ニー日
成瀬鱗・土屋周太郎編『大日本人物誌』八紘社 大正二年［（復刻版）『明治人名辞典』上下巻
日本図書センター 一九九四年九月二五日］
『大日本人名辞典』上下巻大日本人名辞典刊行会明治九年初版明治四二年六版
『日本人名大事典（新撰大人名辞典）』平凡社 一九三七年ーニ月二0日
日蘭学会編『洋学史事典』雄松堂出版 昭和五九年九月二0日
「佐野常民」「田中芳男」
杉本勲『伊藤圭介』（人物叢書）四六吉川弘文館昭和三五年五月二0日
信濃毎日新聞社編『長野県百科事典』信濃毎日新聞社 一九七四年
『大日本百科事典』一四巻 小学館昭和五五年五月一日
田中芳男 澳国博覧会参同の記載はない。
『長野県歴史人物大事典』郷土出版社 一九八九年七月一六日
田中芳男 澳国博覧会参同の記載はない。
（博物館・博覧会）
段木一行「日本における博物館以前史」『法政大学文学部紀要』第四0号 法政大学文学部 平成七
年三月二0日 八九～―-三ページ。
清川雪彦「殖産興業政策としての博覧会・共進会の意義一その普及促進機能の評価」一橋大学経済
研究所編集『経済研究』第三九巻第四号 一九八八年［のち『日本の経済発展と技術普及』東洋
経済新報社一九九五年三月一六日 二四ー～二八〇ページに収む］
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［澳国博覧会報告書］
報告書は，それぞれの完成をまって出版し収録されているために完全な冊数を求めるのは容易な
ことではない。そのためここでは，各所に所蔵されている報告書を掲げ，あるいは編集され集大成
されているものを掲載したが，これ以外の報告書が，存在するかもしれない。
とくに持ち帰り品を山下門博物館に展示したことは，記録されているにもかかわらず，報告書に
は収録されていない。
平山成信は，『昨夢録』に於いて，この報告書の成立を下記のように述べている。
報告書ノ編纂ニハ佐野伯自身関係シテ諸事ヲ指揮サレタ帰朝早々一篇ノ復命書ヲ差出シ一般ノ
始末ヲ報告シテ置キ更二細カイ報告書ノ編纂二取掛リ十数箇ノ部門ヲ定メテ取調ノ材料ヲ配置
シ各部ノ初頭ニハー々伯ノ意見書ヲ添ヘラレタ其意見書ノ起草ハ特二余二命セラレタカラ随分
骨力折レタ此報告書ハ小石川伝通院前ノ書陣青山堂カラ発売シタカ今日ハ青山堂モ無クナリ報
告書ヲ買フコトモ出来ナクナッタノハ残念テアル此報告書ヲ見夕人達ハ大二感服シテ居ル様テ
佐野伯ノ見識ノ大キナコト、熱心ノ度力想像サレル。
と報告書が出版されているが，その後，出版者が廃業したので，印刷物を求めることができないと
している。この報告の部数は明らかではないが，少数の五00部くらいではなかったか。この出版
者から入手できないので，あまり世間に流布した形跡はなく，下記の所蔵者に限定して掲げておく。
［澳国博覧会参同記要］附録二三～四0ページ
第十一報告書
此書ハ明治八年中同局ノ出版ニシテ旧副総裁佐野常民君ノ政府二上リシ報告書ナリ左二其書目及之
ヲ翻訳シ若クハ著述シタル旧事務官等諸氏ヲ掲ゲ書中ノ要項ヲ摘記ス
議院部（澳洲各国議院開式・附録澳国邦洲会議憲法問答井国議院議事景況・同洪両部共議院記事）
礼法部（仏国礼法摘訳・伊国宮内執事職掌）
博物館部（「ワグネル」氏東京博物館創立ノ報告・英国倫敦府「サウッ，ケンシントン」博物館設
立ノ来歴・英国博覧会始末・「アルチェル」氏博物館ノ説及贈束）
農業部（仏国農業記事・「チッスラン」氏勧農説・「ホーイプレンク」氏阿利機樹説・「ロッパ」氏
同樹ノ植栽法・「カスツ」氏牧畜論）
道路部（澳国水陸通路記事・仏国通路記事・道路建築方法論・「ホーイプレンク」氏並木説）
山林部（「マルヘット」氏問答書・山林培養法・山林主用論・山林変用論・山林防害説・澳国山林
局官制・山林制度論・澳国山林法律・山林経済論）
蚕織部（蚕事巡視略記・澳国養蚕学校伝習略記・「グレーベン」氏蚕事報告書・「ツヽビンゲル」
氏日本生糸評論・審査官生糸織物鑑定書・日本生糸説・伊国生糸調書・「バトワ」養蚕実験局記
事・英国新聞生糸貿易論•仏新聞生糸貿易景況）
教育部（澳国学制・独逸学制論・近世独逸記教育部抄訳学制論・独逸学制附科目・英国年鑑教育
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部抄訳）
兵制部（魯国及仏国兵備景況・欧州各国兵制一覧・「モルトケ」氏兵制ノ議・魯国政府万国戦時公
報議案・白国「プリュクセル」府戦時公法会議・澳国及欧洲兵制改革記・澳国大砲試験始末・
「ビブラ」氏博覧会軍事部記事）
博覧会部（「ワグネル」氏博覧会総報告・同氏ノ農業山林部報告・「ワグネル」氏化学工業部報告・
「ワグネル」氏製造上食料部報告・博覧会場建築論・工芸博物館神益論）
鉄路部（鉄道説•以国鉄道記事・澳国西北鉄道記事・中央亜爾亜鉄道記事）
貿易部（博覧会報告世界貿易部・澳国貿易工業局制・澳洪産業進歩記事）
風俗制度部（澳洪帝国民種説・澳国政体沿革説・維府清水充備記事・澳国建築規則・築竣工後ノ
規則・澳国賞牌縁故記事）
教法部（独逸国開化戦記・独逸政教評文簡・澳国政教沿革略・耶蘇教社説・孟徳士其法律精義）
国勢部（国勢学論・物産工業及貿易ノ景況）
航海部（古船吟味心得・造船綱領・航海貿易論•海軍一覧・商船一覧・航海事業一覧·船形標式・
船舶得失論•海軍童学校規則）
工業伝播部（伝習始末書・「ワグネル」氏建議・伝習録・「オーウェン」氏稗細工記事・蚕卵説）
［国立公文書館・内閣文庫］
『澳国博覧会報告書』二四冊博覧会事務局 明治八年序
第一冊 礼法部
第ニ・三冊 博物館部
第四・五冊 蚕業部二
第六・七冊 教育部二
第八～一〇冊 兵制部三
第一ー・ーニ冊博覧会部二
第一三冊 道路部
第一四冊 鉄路部
第一五部 教法部
第一六•一七部貿易部
第一八部 議院部二
第一九部 風俗部（上）
第二〇部 制度部（下）
第ニ一部 山林部三
第二二部 農業部
第二三・ニ四部 澳国博覧会筆記二
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［註］国勢部（欠），渡航部（欠），工業伝播部（欠）
『澳国博覧会報告書』第一～第七
『澳国博覧会報告書』第八
農書ノ部列品目録
工業ノ部列品目録
妙技ノ部・学校ノ部・武器ノ部列品目録
陳列品入鋳箱目録
『澳国博覧会報告書』第九
草花園及媒所助曲技通管三法
試業有品目録
製糸撚製糸試験機械等有品目録
織機試験道具類目録
漆器試験用道具類目録
紙漉試験場附属道具目録
巻姻草試験道具類目録
玉磨場諸道具目録
尺度目盛其他試験道具目録
陶器及義布斯試験道具目録
色染試験道具類目録
写真器械目録
蠣製石油分析試験道具目録
試業用器機類当時陳列品目録
『澳国博覧会報告書』第一〇～第二三
『澳国博覧会報告書』正誤
［紙面の都合により，他との間に，欠失している必要部分のみを，ここに項目を掲載することにし
四
五
＇ ノ‘
七
??
-o 
た。但しこの目録番号は，仮に付せられたのであり，内容は，それぞれ混在していて分類すること
が必要である。原稿はすべて筆記原稿である］
［国立国会図書館］
『澳国博覧会報告書』三五冊博覧会事務局 明治八年八月序
議院部上下
（上）序『議院開式ノ報告書』（佐野常民）
（上巻）『一八七三年澳国上下議院開式勅語』
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『同年普国伯林議院開式勅語』
『一八七四年独国民選議院開式井閉会勅語』
『一八七五年英国議院開式勅語』（平山成一郎訳）
（下巻）『凡例』
『澳国邦州会議憲法問答』
『国議院議事景況』
『澳洪両部共議院（テレガチヲン）ノ記事』（東条一郎訳）
礼法部
（序）『礼法設定ノ報告書』（佐野常民）
『仏国礼法摘訳』（山崎直胤訳）
『伊国宮内執事兼存拿二大礼官及礼式懸長官~~t竺ノ職掌』（山崎直胤訳）
博物館部上中下
（序）『博物館建設報告書』（佐野常民）
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（上巻）『ドクトル，ワグネル氏東京博物館創設ノ報告』（一八七五年三月）（浅見忠雅訳）
『芸術及百エ上芸術博物館二付テノ報告』（ワグネル，一八七五年二月）（浅見忠雅訳）
（中巻）『英国倫敦府内「サウッ，ケンシントン」博物館設立ノ来歴』（富田淳久訳）
『英国博物館管掌条例』（富田淳久訳）
（下巻）『英国博覧館始末』［一八五一年及び一八六二年英国博覧会，英国倫敦府毎歳博覧会，
一八五五年巴里府ノ博覧会，一八七三年維納府の博覧会について］（富田淳久訳）
『アルチェル氏ノ贈束』 ［一八七四年十月二十八日，蘇格蘭以丁堡府学術博物館総長トーマ
ス，シーアルチェルより公使佐野常民閣下に宛てた書翰］（富田淳久訳）
農業部
（序）『農業振起ノ条件報告書』（佐野常民）
『（仏国）農業記事』（山崎直胤訳）
『（仏国農業事務省農務局長）チスラン氏勧農之説』（山崎直胤訳）
道路部
『ポラ，ロッパ氏阿利襖樹ノ植栽方』［一八七五年三月］（緒方道平訳）
『（独逸国プロスカウ農業大学校長）セット，カスツ氏牧畜論』（緒方道平訳）
（序）『道路開修ノ方制報告書』（佐野常民）
『澳国水陸通路記事』（山崎直胤訳）
『仏国通路記事』（山崎直胤訳）
『道路建築方法論』［於東京一八七五年，ジ一
『ホーイプレンク氏並木説』（緒方道平訳）
エー，グリーベン］（富田淳久訳）
山林部上中下
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（序）『山林管制ノ趣旨報告書』（佐野常民）
（上巻）『マルヘット氏問答』［明治七年第八月一日マリアプロン山林大学校ノ博士マルヘット
氏来テ佐野公使ヲ「イスル」療養所二訪フ］
『山林培養法』（緒方道平訳）
（中巻）『山林主用論』（緒方道平訳）
『山林変用論』（緒方道平訳）
『山林妨害論』（緒方道平訳）
『澳国山林局官制』（緒方道平訳）
（下巻）『山林制度論』［維納府近傍マリアブロン樹林大学校国政兼法律学教師博士グスタブ，
マルヘット記］（緒方道平訳）
『澳国山林法律』（緒方道平訳）
『山林経済論』（緒方道平筆記）
蚕業部上下
（序）『蚕業織場勧興ノ報告書』（佐野常民）
（上巻）『蚕事巡視ノ略記』（明治六年七月）（佐々木長淳記）
『澳国「ゲルツ」悶養蚕学校二於テ伝習ノ略記』（明治六年十月）（佐々木長淳訳）
『グレーベン氏蚕事報告』[-八七三年十月二日於維也納，ゼ，ァ，グレーベンより佐野常民
宛］
『日本生糸ノ評論』［伊国ベリガモ府製糸場長ツッピンゲル氏所評］（平山成一郎訳）
『パビエール氏日本生糸織物鑑定書』 ［澳国大博覧会審査官エルネスト，バビューより佐野
常民宛書翰］（平山成一郎訳）
（下巻）『日本生糸ノ説』［澳国博覧会第四類審査官ハイメンダーヘ氏ノ所贈］
『以太利国貿易執政所贈生糸調書抜粋』（平山成一郎訳）
『（パトワ）養蚕実験局記事』（平山成一郎訳）
『パトワ養蚕実験規則』［パトワ府二養蚕実験局ヲ設ルノ詔］（平山成一郎訳）
『日本国生糸貿易論』［英新聞摘訳］（富田淳久訳）
『日本生糸及ソノ今日欧州貿易品タルノ景況』［胃屑仏新聞レコジュ，ジァッポン号摘訳］（平
山成一郎訳）
『蚕卵説』（佐々木長淳報知・近藤真琴編輯）
教育部上下
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（序）『教育普施ノ方案報告書』（佐野常民）
『澳国学制』（相原重政・平山成一郎合訳）
『独逸学制論』［プールロトン氏近世独逸記教育部抄訳］（平山成一郎訳）
『独逸学制論附学校科目』（平山成一郎訳）
佐野常民と田中芳男（角山）
『千八百七十四年英国年鑑教育部抄訳』（訳者不記）
兵制部上中下
（序）『兵制皇張ノ所見報告書』（佐野常民）
（上巻）『魯国軍備ノ景況』（東条一郎編輯）
『仏国兵備ノ景況』［澳国新聞ダニューブ抜訳，一八七四年九月］（平山成一郎訳）
『独逸大元帥モルトケ氏兵制ノ議』（東条一郎訳）
『澳国兵制略』（平山成一郎訳）
（中巻）『罰翡i戦時公法及ヒ習例会議々案』（平山成一郎訳）
359 
『仏新聞紙「レビュプリック，フランセーズ」所載「プリユクセル」万国公法会議ノ顛末略
記』（平山成一郎訳）
『戦時公法及習例二干スル万国公告文ノ草案』（平山成一郎訳）
（下巻）『澳国及欧州兵制改革記』［弁理公使佐野常民澳国二於テ仏国士官某氏二質問スル所二
係ル］（平山成一郎訳）
『澳国大砲試験始末』［九月一日新聞紙ターグフラット摘訳，第六十九号ウヰール，ツァイト
ング摘訳，第七十号ウヰール，ツァイトング摘訳］（東条一郎訳）
『澳国砲兵士官「ユプトネル」氏ノ贈束』［第一三報］（相原重政訳）
『八，七「センチメートル」後装大砲ノ記事（ユプトネル）』（相原重政訳）
『澳国陸軍士官ビプラ氏著博覧会軍事部記事抜訳』（平山成一郎訳）
博覧会部上中下
（序）『博覧会報告上呈ノ申牒』（佐野常民）
（上巻）『ワクネル氏維納大博覧会総報告』（浅見忠雅訳）
『ワクネル氏報告第一区鉱山及冶金術』（富田淳久訳）
（中巻）『ワクネル氏報告第二区農林及山林』（富田淳久訳）
『ワクネル氏報告第三区化学工業』（富田淳久訳）
『ワクネル氏報告第四区製造上ノ食料』（富田淳久訳）
（下巻）『博覧会建築比較論（エム，ヂクピー，ワイアットノ澳国博覧会及従前博覧会場建築比
較論ノ抜訳二係ル』（富田淳久訳）
『エ術博物館神益抄訳』［プラーク大学政事学教師ドクトル，カル， リシテル記］
鋏路部
（序）『鋏路布置ノ目的報告書』（佐野常民）
『鉄道説』［以国鉄路ノ事ニッキ佐野公使ウハレンチアニ氏卜対話ノ筆記
『政府或ハ会社ニテ鉄路ヲ布クヘキノ利害論』
『以国鉄道記事』［鉄道ヲ建築開行スルニ付政府ヨリソノ営業者ヲ救護スル事］（平山成一郎
訳）
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『澳国西北鎮道建築ノ始末及近状』（平山成一郎訳）
『中央亜細亜鋏道ノ事』［仏「イリュストラーション」新聞抜訳］（平山成一郎訳）
貿易部上中下
（上巻）序『貿易通盛ノ要旨報告書』（佐野常民）
（中巻）『世界貿易』澳国貿易工業事務局規則（相原重政訳）
（下巻）『澳洪産業進歩記事』［千八百六十五年以来澳洪両国物産貿易ノ報告書及維府博覧会二
依テ自今同国ノ産業進歩ノ報告書，オーグスト，ェッチ，モシレー記］（富田淳久訳）
『ホラーク氏養魚方』［千八百六十九年所著二係ル］（緒方道平抄訳）
『ウヰツトマツリ氏漁業説』（緒方道平訳）
風俗部上下
（上巻）序（八年十月）『風俗制度ノ概要報告書』（佐野常民）
（中巻）『澳洪帝国種説』（平山成一郎訳）
『澳国政体沿革説』［ダニエルレビー氏澳国記ノ摘訳］（平山成一郎訳）
（下巻）『水渠記事』（浅見忠雅訳）
『新聞紙抜訳』［右ノ記事関連］（東條一郎訳）
『下澳地利州家屋建築条規』［一八六八年十二月二日施行州法］（浅見忠雅訳）
制度部
『賞牌紋章記原』［澳，フリードクッヒパイル，ホン，ローセンフヘント輯］
『封建説』上下［バロン，シーボルト輯］
教法部上中下
（序）『教法利害ノ沿革報告書』（佐野常民）
（上巻）『独逸国開化戦店翌左戸記 第一～三篇』（バロン，カーケルン輯）（東條一郎訳）
（中巻）『独逸国政教紛詳ノ文簡』（山崎直胤・東條一郎訳）
『独逸国政府務教会沿革略』（東條一郎訳）
（下巻）耶蘇教社名昇；；；八説［耶蘇教社斥非説］（バロン・シーポルト述）（浅見忠雄訳）
『シーボルトより佐野常民への「書束」，付ベチーチアンより巴里ニアル外国伝教学校長への
信書』（浅見忠雅訳）
『モンテスキウー氏法律精義抜訳』［第二四篇，第二五篇］
国勢学部
国勢部上下
（上）凡例
（下）『国勢表紀ノ施設報告書』（佐野常民）
『レーウェンタール氏著述維府大博覧会報告』国勢ノ部（相原重政訳）
工業伝播報告書
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佐野常民と田中芳男（角山）
（序）『工業伝播・報告書』（佐野常民）
航海造船報告書
（序）『航海造船報告書』（佐野常民）
『古船吟味心得』（松尾信太郎著・近藤真琴閲）
澳国博覧会布告文
『明治期産業翻訳書集成』［国立国会図書館所蔵］（マイクロフィルム）
『澳国博覧会報告書』三五冊博覧会事務局 明治八年八月序
361 
「夫レ万国博覧会ノ用タルヤ博ク各国ノ所為ヲ察シ制規学芸ヨリ工業機械等二至ル迄其進歩改新
日二精良二□クノ之ヲ列品二徴シ深ク之ヲ著論二考へ其所長ヲ採リ之ヲ我国二資益スルニ在リ 我
事務局需二澳国博覧会二在ルノ日採集スル所ノ諸書ヲ政府二上ツル者若干冊 皆之ヲ印刷二付シ題
スルニ澳国博覧会報告書ヲ以テシ各省使庁府県二頒送シ其余ヲ発売シ遍ク全国二報告スルノ意ヲ表
セントス 然レトモ其梧蒐集スルノ意ヲ示サゞレハ人其要領ノ在ル所ヲ認視スル能ハス 而シテ元
副総裁佐野氏ノ報告書之ヲ与述スル 詳カナリ 故二今併セテ之ヲ印刷シ各部ノ首二掲ケ以テ其序
言二代フト云フ」（序）
議院部上下
礼法部
博物館部上中下
農業部
道路部
山林部上中下
蚕業部上下
教育部上下
兵制部上中下
博覧会部上中下（合本二冊）
鉄路部
貿易部上中・下（合本二冊）
風俗部上下（合本一冊）
制度部
教法部上中下
国勢学部
国勢部上下
工業伝播報告書
航海造船報告書
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澳国博覧会布告文
『大隈文書』第四巻早稲田大学社会科学研究所昭和三六年三月一五日
-o [澳国博覧会出品ノ蚕糸二関する報告書](A三六四六）
前文
養蚕生糸関係書類目録
一日本生糸ノ説
ー以国生糸調書
一審査官バビエール氏之書翰
一蚕事探索記
ーゲルツ養蚕学校伝習略記
ーグレーベン氏報告書二冊
一日本生糸ノ評論以国ベルガモ府ツッピンゲル氏
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